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(57)【要約】
【課題】電池の液漏れを防ぐのに好適な内視鏡を提供す
ること。
【解決手段】内視鏡を、電源収容室と、電源収容室に対
して装脱自在な電源装置と、所定の内視鏡処理装置が送
信する所定の割込信号を受信する内視鏡側通信手段と、
割込信号を受信すると電源収容室から電源装置を強制的
に取り外す取り外し手段と、から構成する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電源収容室と、
　前記電源収容室に対して装脱自在な電源装置と、
　所定の内視鏡処理装置が送信する所定の割込信号を受信する内視鏡側通信手段と、
　前記割込信号を受信すると前記電源収容室から前記電源装置を強制的に取り外す取り外
し手段と、
を有することを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記取り外し手段は、
　　前記電源収容室の収容口を開閉する開閉蓋と、
　　前記開閉蓋を電磁的にロックするロック手段と、
　　前記割込信号を受信すると前記ロック手段によるロックを解除するロック解除手段と
、
を有することを特徴とする、請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記取り外し手段は、
　　前記電源収容室に収容されている前記電源装置を前記収容口側へ付勢する付勢手段
を有することを特徴とする、請求項２に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記内視鏡側通信手段を除く少なくとも一部の回路への給電を停止する給電停止手段
を有し、
　前記取り外し手段は、前記給電停止手段により前記少なくとも一部の回路に対する給電
が停止されているときに前記割込信号を受信すると前記電源装置の強制的な取り外しを行
うことを特徴とする、請求項１から請求項３の何れか一項に記載の内視鏡。
【請求項５】
　電源収容室と、
　前記電源収容室に対して装脱自在な電源装置と、
　所定の内視鏡処理装置が送信する所定の割込信号を受信する内視鏡側通信手段と、
　前記割込信号を受信すると前記電源収容室から前記電源装置を取り外すことを警告する
警告手段と、
を有することを特徴とする内視鏡。
【請求項６】
　前記内視鏡側通信手段を除く少なくとも一部の回路への給電を停止する給電停止手段
を有し、
　前記警告手段は、前記給電停止手段により前記少なくとも一部の回路に対する給電が停
止されているときに前記割込信号を受信すると前記警告を行うことを特徴とする、請求項
５に記載の内視鏡。
【請求項７】
　内視鏡を検出する検出手段と、
　前記検出した内視鏡に所定の割込信号を送信する端末装置側通信手段と、
　前記割込信号送信後に前記内視鏡を再検出する再検出手段と、
　前記再検出手段による前記再検出ができなくなると前記内視鏡に所定の処理を施せる状
態に移行する状態移行手段と、
を有することを特徴とする内視鏡処理装置。
【請求項８】
　前記検出手段は、前記内視鏡とのハンドシェイクの成功をもって該内視鏡を検出するこ
とを特徴とする、請求項７に記載の内視鏡処理装置。
【請求項９】
　前記ハンドシェイクには前記内視鏡の認証も含まれることを特徴とする、請求項８に記
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載の内視鏡処理装置。
【請求項１０】
　前記所定の処理は、前記内視鏡の滅菌処理であることを特徴とする、請求項７から請求
項９の何れか一項に記載の内視鏡処理装置。
【請求項１１】
　互いに通信可能な、
　　請求項１から請求項６の何れか一項に記載の内視鏡と、
　　請求項７から請求項１０の何れか一項に記載の内視鏡処理装置と、
を有することを特徴とする内視鏡システム。
【請求項１２】
　前記内視鏡側通信手段と前記端末装置側通信手段は、無線で通信することを特徴とする
、請求項１１に記載の内視鏡システム。
【請求項１３】
　前記内視鏡で撮影された画像の信号をモニタ表示可能に処理するビデオプロセッサを有
し、
　前記ビデオプロセッサは、前記内視鏡処理装置に代わり、前記内視鏡の検出、該検出し
た内視鏡に対する所定の割込信号の送信、該割込信号送信後の該内視鏡の再検出、の各処
理を実行し、該再検出ができなくなるとその旨を該内視鏡処理装置に通知し、
　前記内視鏡処理装置は、前記通知を受信すると、前記内視鏡に所定の処理を施せる状態
に移行することを特徴とする、請求項１１又は請求項１２に記載の内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電池等の装脱自在な電源装置で駆動する内視鏡、及び該内視鏡に所定の処理
を施す内視鏡処理装置に関する。また、このような内視鏡と内視鏡処理装置を有する内視
鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療用内視鏡は、内視鏡を通じた患者間の感染を防止するため、使用のたびに滅菌処理
や洗浄処理等にかけられる。内視鏡の滅菌には、例えば高温高圧の水蒸気を用いるオート
クレーブが採用されている。また内視鏡の洗浄には、例えば特殊な薬液を用いるブラッシ
ング洗浄が採用されている。
【０００３】
　医療用内視鏡においては、利便性等を考慮して、装脱自在な電池を主電源とする電池駆
動式の携帯型内視鏡が知られている（特許文献１、２）。携帯型内視鏡も感染防止のため
、使用後には例外なく滅菌等処理する必要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－５０２２号公報
【特許文献２】特開２００９－２３３１７２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、電池収容室に電池を収容したまま携帯型内視鏡を滅菌等処理にかけると、高
温、高圧、高湿等の負荷により電池が液漏れする虞がある。電池の液漏れを防ぐためには
、例えば筐体を水密構造としたうえで、滅菌等処理中の筐体内の温度上昇を避けるため筐
体を熱伝導性の低い材料で構成する措置が考えられる。しかし、この場合、構成の複雑化
に伴う重量増やコスト増をはじめ材料選択の余地が制限されるなど、種々の弊害がある。
医療機器である携帯型内視鏡は材料選択の余地が元々制限されているため、更に制限され
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ると設計自由度が失われ、望ましくない。また、熱伝導性の低い材料は放熱特性の低い材
料でもあるため、電池収容室内の温度が一旦上昇すると高温高圧状態が維持されて、電池
に対する負荷が大きいという問題も指摘される。
【０００６】
　本発明は上記の事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、オートク
レーブ等の所定の負荷付与下における電池の液漏れを防ぐのに好適な内視鏡を提供するこ
とである。また、そのような内視鏡に適した内視鏡処理装置及び内視鏡システムを提供す
ることである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題を解決する本発明の一形態に係る内視鏡は、電源収容室と、電源収容室に対
して装脱自在な電源装置と、所定の内視鏡処理装置が送信する所定の割込信号を受信する
内視鏡側通信手段と、割込信号を受信すると電源収容室から電源装置を強制的に取り外す
取り外し手段とを有することを特徴とする。
【０００８】
　本発明に係る内視鏡によれば、割込信号の受信時に電源装置が電源収容室から強制的に
取り外されるため、例えば電源収容室に電源装置を収容したまま内視鏡を滅菌等処理にか
けるという作業ミスが未然に防がれる。そのため、例えばオートクレーブ時における高温
等負荷による電源装置の液漏れの発生が避けられる。
【０００９】
　取り外し手段は、割込信号の受信に応じて開閉蓋が自動的に開く具体的構成として、例
えば、電源収容室の収容口を開閉する開閉蓋と、開閉蓋を電磁的にロックするロック手段
と、割込信号を受信するとロック手段によるロックを解除するロック解除手段とを有した
ものとしてもよい。
【００１０】
　取り外し手段は、電源収容室に収容されている電源装置を収容口側へ付勢する付勢手段
を有した構成としてもよい。この場合、開閉蓋のロックが解除されると、電源装置が付勢
手段の復元力によって開閉蓋を押し開ける。
【００１１】
　本発明に係る内視鏡は、内視鏡側通信手段を除く少なくとも一部の回路への給電を停止
する給電停止手段を有した構成としてもよい。取り外し手段は、給電停止手段により少な
くとも一部の回路に対する給電が停止されているときに割込信号を受信すると電源装置の
強制的な取り外しを行う。
【００１２】
　上記の課題を解決する本発明の別の形態に係る内視鏡は、電源収容室と、電源収容室に
対して装脱自在な電源装置と、所定の内視鏡処理装置が送信する所定の割込信号を受信す
る内視鏡側通信手段と、割込信号を受信すると電源収容室から電源装置を取り外すことを
警告する警告手段とを有することを特徴とする。
【００１３】
　別の形態に係る内視鏡によれば、割込信号の受信時に上記警告が術者に対して行われる
ため、例えば電源収容室に電源装置を収容したまま内視鏡を滅菌等処理にかけるという作
業ミスが未然に防がれる。そのため、例えばオートクレーブ時における高温等負荷による
電源装置の液漏れの発生が避けられる。
【００１４】
　別の形態に係る内視鏡は、内視鏡側通信手段を除く少なくとも一部の回路への給電を停
止する給電停止手段を有した構成としてもよい。警告手段は、給電停止手段により少なく
とも一部の回路に対する給電が停止されているときに割込信号を受信すると警告を行う。
【００１５】
　上記の課題を解決する本発明の一形態に係る内視鏡処理装置は、内視鏡を検出する検出
手段と、検出した内視鏡に所定の割込信号を送信する端末装置側通信手段と、割込信号送
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信後に内視鏡を再検出する再検出手段とを有し、例えば内視鏡から電源装置が外されるな
どして再検出手段による再検出ができなくなると、内視鏡に所定の処理を施せる状態に移
行する状態移行手段を有することを特徴とする。
【００１６】
　検出手段は、内視鏡とのハンドシェイクの成功をもって内視鏡を検出する構成としても
よい。ハンドシェイクには内視鏡の認証も含まれてもよい。
【００１７】
　所定の処理は、例えば内視鏡の滅菌処理である。
【００１８】
　上記の課題を解決する本発明の一形態に係る内視鏡システムは、互いに通信可能な上記
内視鏡と上記内視鏡処理装置を有することを特徴とする。
【００１９】
　内視鏡側通信手段と端末装置側通信手段は、無線で通信する構成としてもよい。
【００２０】
　本発明に係る内視鏡システムは、内視鏡で撮影された画像の信号をモニタ表示可能に処
理するビデオプロセッサを有する構成としてもよい。ビデオプロセッサは、内視鏡処理装
置に代わり、内視鏡の検出、検出した内視鏡に対する所定の割込信号の送信、割込信号送
信後の内視鏡の再検出の各処理を実行し、割込信号送信後の内視鏡の再検出ができなくな
るとその旨を内視鏡処理装置に通知する構成としてもよい。内視鏡処理装置は、通知を受
信すると、内視鏡に所定の処理を施せる状態に移行する。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、オートクレーブ等の所定の負荷付与下における電池の液漏れを防ぐの
に好適な内視鏡が提供され、また、そのような内視鏡に適した内視鏡処理装置及び内視鏡
システムが提供される。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の実施形態に係る内視鏡システムの構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の実施形態に係る内視鏡システムで実行される処理のフローチャートを示
す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、図面を参照して、本発明の実施形態に係る内視鏡システムについて説明する。
【００２４】
　図１は、本発明の実施形態に係る内視鏡システム１の構成を示すブロック図である。内
視鏡システム１は、図１に示されるように、携帯型内視鏡１０、ビデオプロセッサ２０、
モニタ３０、滅菌装置４０を有している。
【００２５】
　携帯型内視鏡１０は電池駆動式の医療用内視鏡であり、図１に示されるように、ランプ
ハウス１２０、把持部１４０、可撓部１６０、先端部１８０を有している。術者が把持す
る把持部１４０の基端側にランプハウス１２０が連結し、把持部１４０の先端側に可撓部
１６０が連結している。可撓部１６０の先端側に先端部１８０が連結している。
【００２６】
　ランプハウス１２０は、電源収容室１２１を有している。電源収容室１２１の底面には
負極切片１２１Ｎが埋設されている。負極切片１２１Ｎ上にはニッケルメッキ等のコイル
ばね１２２が固着している。電源収容室１２１に乾電池等の電源部５０を収容すると、電
源部５０の負極端子がコイルばね１２２を通じて負極切片１２１Ｎと接触する。
【００２７】
　ランプハウス１２０は、電源室蓋１２３を有している。電源室蓋１２３の内側面には正
極切片１２１Ｐが埋設されている。電源室蓋１２３を閉じる動作に伴い、電源部５０の正
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極端子が正極切片１２１Ｐと接触すると共に電源部５０の底面（負極面）がコイルばね１
２２を押す。このため、電源部５０は、電源室蓋１２３の閉塞によって閉空間となった電
源収容室１２１内において、コイルばね１２２の付勢力により電源室蓋１２３側に付勢さ
れた状態にある。電源部５０は、図示省略された昇圧回路等を介して携帯型内視鏡１０内
の各回路に電源電圧を供給する。図１においては、図面を簡明化する便宜上、負極切片１
２１Ｎ又は正極切片１２１Ｐと他の回路との結線は省略する。
【００２８】
　ところで、ランプハウス１２０には、電源室蓋１２３を閉じた状態を維持するための機
械的な係止構造が設けられていない。そこで、ランプハウス１２０には、機械的な係止構
造の代替として、電磁ロック１２４が設けられている。電磁ロック１２４は、電源室蓋１
２３に埋設された永久磁石１２４ＰＭと、ランプハウス１２０の筐体に埋設された電磁石
１２４ＥＭで構成されている。術者等が電源収容室１２１に電源部５０を収容して電源室
蓋１２３を閉じて指等で押さえた状態で携帯型内視鏡１０の電源スイッチ（不図示）をオ
ンすると、電磁石１２４ＥＭが励磁されて永久磁石１２４ＰＭとの間に引力が発生する。
電磁石１２４ＥＭが励磁されている限り、電磁石１２４ＥＭと永久磁石１２４ＰＭとが吸
着するため、電源室蓋１２３が閉じた状態でロックされる。
【００２９】
　携帯型内視鏡１０の電源スイッチをオフすると、電磁石１２４ＥＭへの励磁が遮断され
て、電磁ロック１２４による電源室蓋１２３のロックが解除される。このとき、電源部５
０は、コイルばね１２２の復元力により電源室蓋１２３を押し開けて、電源収容室１２１
の外に排出容易な状態になる。
【００３０】
　ランプハウス１２０は、図１に示されるように、光源ドライバ１２５、光源１２６、光
源スイッチ１２７、カップリングレンズ１２８を有している。光源スイッチ１２７をオン
すると光源ドライバ１２５が動作して光源１２６を点灯させる。光源１２６は、例えば高
輝度かつ低消費電力の白色ＬＥＤ（Light Emitting Diode）である。光源１２６から放射
された照明光は、カップリングレンズ１２８を介してＬＣＢ（Light Carrying Bundle）
１２９の入射端に入射する。なお、白色ＬＥＤである光源１２６は、ＬＣＢ１２９におけ
る伝送損失を無くして被写体を効率的に照明するため、先端部１８０内（配光レンズ１８
１の後段）に搭載されてもよい。
【００３１】
　ＬＣＢ１２９は、ランプハウス１２０から、把持部１４０の筐体内、可撓部１６０を外
装するシース内を順に経由して、耐腐食性金属で外装された先端部１８０内に延びている
。ＬＣＢ１２９の入射端に入射した照射光は、ＬＣＢ１２９内を全反射を繰り返すことに
よって伝播する。ＬＣＢ１２９内を伝播した照射光は、先端部１８０の先端に配されたＬ
ＣＢ１２９の射出端から射出する。ＬＣＢ１２９の射出端から射出した照射光は、配光レ
ンズ１８１を介して被写体を照射する。被写体からの反射光は、対物レンズ１８２を介し
て固体撮像素子１８３の受光面上の各画素で光学像を結ぶ。
【００３２】
　固体撮像素子１８３は、例えばベイヤ型画素配置を有する単板式カラーＣＣＤ（Charge
 Coupled Device）イメージセンサであり、受光面上の各画素で結像した光学像を光量に
応じた電荷として蓄積して、Ｒ、Ｇ、Ｂの各色に応じた撮像信号に変換する。変換された
撮像信号は、把持部１４０内に実装されたＤＳＰ（Digital Signal Processor）１４１に
入力する。別の実施形態では、固体撮像素子１８３は、ＣＭＯＳ（Complementary Metal 
Oxide Semiconductor）イメージセンサであってもよい。
【００３３】
　把持部１４０は、ＤＳＰ１４１の他、図１に示されるように、コントローラ１４２、通
信回路１４３、操作部１４４、アラートランプ１４５を有している。コントローラ１４２
は、携帯型内視鏡１０全体の制御を統括的に行う。コントローラ１４２は、例えばタイミ
ング制御を行い、ＤＳＰ１４１にクロックパルスを供給する。ＤＳＰ１４１は、コントロ
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ーラ１４２から供給されるクロックパルスに従って、固体撮像素子１８３を所定の映像の
フレームレートに同期したタイミングで駆動制御する。
【００３４】
　ＤＳＰ１４１に入力した撮像信号は、信号増幅、相関二重サンプリング処理によるリセ
ット雑音及びアンプ雑音の除去、ＡＧＣ（Auto Gain Control）によるゲイン調整、ＡＤ
変換等のアナログ処理が施される。アナログ処理後の原色信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）は、所定の
ビデオ信号（例えば輝度信号Ｙ、色差信号Ｃｂ、Ｃｒ）に変換された後、通信回路１４３
に入力する。通信回路１４３は、ビデオ信号をキャリア変調して無線伝送する。変調信号
は、例えばビデオプロセッサ２０を指定したユニキャストで伝送される。伝送方式は、例
えばＷｉ－Ｆｉ、ＩＥＥＥ８０２．１１、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ等が想定される。撮影画像
を秘匿性の高い個人情報として保護したい場合は、通信範囲が物理的に近距離に制限され
る近距離無線通信又は赤外線通信や、信頼性の高い暗号化方式による無線伝送等を採用す
るとよい。なお、携帯型内視鏡１０は、固体撮像素子１８３が出力する撮像信号そのもの
をキャリア変調してビデオプロセッサ２０に無線伝送する構成としてもよい。この場合、
ＤＳＰ１４１は、ビデオプロセッサ２０に実装される。
【００３５】
　ビデオプロセッサ２０は、図１に示されるように、通信回路２１０、コントローラ２２
０、フロントパネル２３０を有している。通信回路２１０は、携帯型内視鏡１０が無線伝
送する変調信号を受信してビデオ信号を復調する。コントローラ２２０は、復調されたビ
デオ信号をＮＴＳＣ（National Television System Committee）やＰＡＬ（Phase Altern
ating Line）等の所定の規格に準拠した信号に変換してモニタ３０に出力する。これによ
り、被写体の画像がモニタ３０の表示画面に表示される。
【００３６】
　フロントパネル２３０には操作部が設けられている。フロントパネル２３０の具体的構
成例には、プロセッサ２００のフロント面に実装された機能ごとのハードウェアキーや、
タッチパネル式ＧＵＩ（Graphical User Interface）、ハードウェアキーとＧＵＩとの組
合せ等が想定される。フロントパネル２３０の操作を通じて携帯型内視鏡１０の動作モー
ドを切り替えることができる。
【００３７】
　携帯型内視鏡１０の動作モードには、携帯型内視鏡１０の全機能を利用可能な通常モー
ドの他、主要回路への給電を停止して電力消費を抑えるスリープモード等がある。スリー
プモードにおいては、電磁石１２４ＥＭへの励磁を継続しつつ、コントローラ１４２が割
込信号の待受け状態であるスリープ状態に移行すると共に通信回路１４３以外の回路への
給電が停止される。スリープモード時の電磁石１２４ＥＭへの励磁、コントローラ１４２
及び通信回路１４３への給電は、例えば予備電源（ボタン電池等）を用いて行われる。な
お、動作モードは、携帯型内視鏡１０の操作部１４４の操作によっても切り替え可能であ
る。携帯型内視鏡１０の使用後の無駄な電力消費を抑えるため、光源スイッチ１２７をオ
フしてから所定時間経過後に通常モードからスリープモードに自動的に移行するようにし
てもよい。
【００３８】
　携帯型内視鏡１０は、手技に使用された後、滅菌装置４０にセットされてオートクレー
ブにかけられる。滅菌装置４０は、携帯型内視鏡１０をオートクレーブ滅菌するための周
知の構成の他、図１に示されるように、通信回路４１０、コントローラ４２０、操作部４
３０を有している。本実施形態に係る内視鏡システム１においては、オートクレーブ時に
起こり得る電源部５０の液漏れを有効に避けるため、図２のフローチャートに示される処
理が実行される。説明の便宜上、本明細書中の説明並びに図面において、処理ステップは
「Ｓ」と省略して記す。
【００３９】
　操作部４３０の操作を通じて滅菌装置４０の電源が投入されると、コントローラ４２０
は、通信回路４１０の動作を制御して所定のブート信号をマルチキャストで無線伝送する
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（図２のＳ１）。ブート信号は、コントローラ４２０の補助メモリに予め記憶されている
全ての携帯型内視鏡又はこれに類する滅菌が必要な医療機器に伝送される。携帯型内視鏡
１０と滅菌装置４０との間の信号伝送方式は、例えば携帯型内視鏡１０とビデオプロセッ
サ２０との間の信号伝送方式と同じである。なお、滅菌装置４０は、本フローチャートの
処理が完了するまで蓋板（不図示）にロックがかかっている。そのため、携帯型内視鏡１
０を滅菌装置４０にセットすることができない。
【００４０】
　図２のＳ２の処理では、ブート信号を受信した携帯型内視鏡１０がスリープモードで動
作中か否かが判定される。通常モードで動作中の場合、携帯型内視鏡１０が手技に使用中
の可能性がある。この場合、コントローラ１４２は、滅菌装置４０に何の信号も返さない
。そのため、本フローチャートの処理は、ハンドシェイクエラーにより終了する（携帯型
内視鏡１０は図２のＳ２でＮＯ判定後ＥＮＤ、滅菌装置４０は図２のＳ５でＮＯ判定後Ｅ
ＮＤ）。この場合、滅菌装置４０の蓋板のロックも解除されない。
【００４１】
　携帯型内視鏡１０がスリープモードで動作中の場合（図２のＳ２：ＹＥＳ）、コントロ
ーラ１４２は、割込信号として入力したブート信号に従って携帯型内視鏡１０を通常モー
ドに切り替える（図２のＳ３）。通常モードへの切替後は、滅菌装置４０にリプライ信号
を返す（図２のＳ４）。
【００４２】
　図２のＳ５の処理では、リプライ信号を一定時間待ち受ける。コントローラ４２０は、
リプライ信号を一定時間内に受信すると（図２のＳ５：ＹＥＳ）、送信元、つまり携帯型
内視鏡１０に確認信号を送信する（図２のＳ６）。このようなハンドシェイクの実行によ
り、携帯型内視鏡１０と滅菌装置４０との間でセッションが確立する。なお、ハンドシェ
イクには、セキュリティ向上のため、所定の認証プロトコルを導入した方式を適用しても
よい。
【００４３】
　図２のＳ７の処理では、コントローラ４２０は、携帯型内視鏡１０にアラート信号を送
信する。図２のＳ８の処理では、コントローラ１４２は、割込信号として受信したアラー
ト信号に従い、次に説明する処理Ａ又は処理Ｂを行う。
【００４４】
＜処理Ａ＞
　コントローラ１４２は、携帯型内視鏡１０のシステムを完全に停止する。すなわち、携
帯型内視鏡１０の電源スイッチをオフしたときと同じ動作であって、コントローラ１４２
を含む全ての回路への給電を停止する。
【００４５】
＜処理Ｂ＞
　コントローラ１４２は、アラートランプ１４５を点灯させて、オートクレーブ前に電源
部５０を取り外すべきことを術者に警告する。なお、警告は、アラートランプ１４５の点
灯に限らず、警告音やバイブレーション、フロントパネル２３０のＧＵＩ上の警告メッセ
ージの表示など、種々の態様が想定される。
【００４６】
　図２のＳ９の処理では、コントローラ４２０は、携帯型内視鏡１０に検出信号を送信す
る。検出信号の送信は、検出信号に対する携帯型内視鏡１０のリプライ信号が無くなるま
で継続的に行われる。処理Ａにおいては、携帯型内視鏡１０のシステム停止と同時に電磁
ロック１２４による電源室蓋１２３のロックが解除されて、電源部５０が電源収容室１２
１の外に排出される。そのため、検出信号に対する携帯型内視鏡１０の応答は一切無い。
処理Ｂにおいては、術者が電源スイッチをオフして電源部５０が電源収容室１２１の外に
排出されるまでの間、検出信号に対するリプライ信号が送信される。
【００４７】
　コントローラ４２０は、携帯型内視鏡１０からのリプライ信号を一定期間受信しなくな
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ると、図２のＳ１０の処理に遷移する。Ｓ１０の処理では、コントローラ４２０は、電源
収容室１２１からの電源部５０の取り出しが確認できたと判断し、自らの蓋板のロックを
解除する。これにより、術者は、電源部５０からの液漏れが確実に予防された状態で、携
帯型内視鏡１０を滅菌装置４０にセットしてオートクレーブにかけることができる。この
ようにオートクレーブ中の携帯型内視鏡１０は、常に電源部５０が取り外された状態にあ
るため、液漏れの虞がない。
【００４８】
　本実施形態では、携帯型内視鏡１０を滅菌装置４０にセットする前に電源部５０を電源
収容室１２１から強制的に取り出すように構成されている。電源収容室１２１に電源部５
０を収容したまま携帯型内視鏡１０をオートクレーブにかけるという作業ミスが未然に防
がれるため、高温等負荷による電源部５０の液漏れの発生が避けられる。
【００４９】
　以上が本発明の実施形態の説明である。本発明は、上記の構成に限定されるものではな
く、本発明の技術的思想の範囲において様々な変形が可能である。例えば図２のフローチ
ャートに示される滅菌装置４０の処理は、ビデオプロセッサ２０が一部負担してもよい。
ビデオプロセッサ２０は、例えば、携帯型内視鏡１０と滅菌装置４０との間に介在し、図
２のＳ２～Ｓ９の処理を携帯型内視鏡１０との間で滅菌装置４０に代わり実行してもよい
。具体的には、ビデオプロセッサ２０は、ブート信号をマルチキャストで無線伝送し（図
２のＳ１）、リプライ信号を一定時間待ち受ける（図２のＳ５）。ビデオプロセッサ２０
は、リプライ信号を一定時間内に受信すると（図２のＳ５：ＹＥＳ）、送信元（携帯型内
視鏡１０）に確認信号を送信する（図２のＳ６）。ビデオプロセッサ２０は、携帯型内視
鏡１０とのセッション確立後、携帯型内視鏡１０にアラート信号（図２のＳ７）、検出信
号（図２のＳ９）を送信する。検出信号の送信は、検出信号に対する携帯型内視鏡１０の
リプライ信号が無くなるまで継続的に行われる。ビデオプロセッサ２０は、携帯型内視鏡
１０からのリプライ信号を一定期間受信しなくなると、その旨を滅菌装置４０のコントロ
ーラ４２０に通知する。コントローラ４２０は、当該通知を受信すると、電源収容室１２
１からの電源部５０の取り出しが確認できたと判断し、自らの蓋板のロックを解除する（
図２のＳ１０）。
【００５０】
　本実施形態では、電磁ロック１２４による電源室蓋１２３のロックが解除されると、コ
イルばね１２２によって付勢された電源部５０が電源室蓋１２３を押し開けるよう構成さ
れている。別の実施形態では、電源室蓋１２３に取り付けられた板ばね等の付勢部材の復
元力によって電源室蓋１２３が開くようにしてもよい。
【００５１】
　また、上記実施形態では、携帯型内視鏡１０と通信可能な装置としてオートクレーブを
行なう滅菌装置４０を説明した。本発明において、携帯型内視鏡１０と通信可能な装置は
、これに限定されるものではない。例えば、特殊な薬液を散布しつつ高湿空間内でブラッ
シング洗浄を行なう洗浄装置をはじめ、携帯型内視鏡１０に対して所定の処理、より詳し
くは滅菌、洗浄等の処理を施す種々の内視鏡処理装置を想定することができる。
【符号の説明】
【００５２】
１　内視鏡システム
１０　携帯型内視鏡
２０　ビデオプロセッサ
３０　モニタ
４０　滅菌装置
５０　電源部
１２０　ランプハウス
１２１　電源収容室
１２２　コイルばね
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１２３　電源室蓋
１２４　電磁ロック
１２５　光源ドライバ
１２６　光源
１２７　光源スイッチ
１２８　カップリングレンズ
１２９　ＬＣＢ
１４０　把持部
１４１　ＤＳＰ
１４２、２２０、４２０　コントローラ
１４３、２１０、４１０　通信回路
１４４、４３０　操作部
１４５　アラートランプ
１６０　可撓部
１８０　先端部
１８１　配光レンズ
１８２　対物レンズ
１８３　固体撮像素子
２３０　フロントパネル

【図１】 【図２】
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镜提供有电源腔室，可连接到电源腔室和可从电源腔室拆卸的电源设备
以及内窥镜侧，该内窥镜侧接收由预定内窥镜处理设备发送的预定中断
信号。 所述通信装置和所述移除装置用于在接收到所述中断信号时从所
述电源腔室中强制地移除所述电源装置。 [选择图]图2
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